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6
年
度

役
員
名
簿　

理
事
長　
　
　

角
前　
　

明

副
理
事
長　
　

井
坂　

裕
行

常
務
理
事　
　

堀　
　
　

毅

理　
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上
野　
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理　
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小
野　

敬
司

理　

事　
　
　

佐
々
木
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晃

理　

事　
　
　

下
村　

浩
司

理　

事　
　
　

中
川
富
士
夫

理　

事　
　
　

中
﨑　
　

茂

理　

事　
　
　

中
辻　

一
惠

理　

事　
　
　

中
村　

龍
平

理　

事　
　
　

南　

千
佳
子

理　

事　
　
　

森
本
千
賀
子

監　

事　
　
　

水
島　
　

徹

監　

事　
　
　

山
﨑　

隆
子

（
五
十
音
順
） （

新
）

（
新
）

会員数 契約金額

　請負・委任事業　135 千円、381 万５千円
前年度より増額し総契約額は 3億 5,307 万円
となり前年度比101.1％となりました。

※数値は令和５年度、〔　〕内は令和４年度

            3 億 5,307 万円 〔3 億 4,912 万円〕
請負 3 億   102 万円 〔3 億 89 万円〕 　
派遣 5,205 万円 〔4,823 万円〕

（総額）

　

６
月
７
日
（
金
）
に
い
せ
ト
ピ
ア
に
お

い
て
、
令
和
６
年
度
の
定
時
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
た
く
さ
ん
の

会
員
の
出
席
の
も
と
通
常
規
模
で
総
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
長
、
市
議
会
議
長
を
来
賓
に
迎
え
、

令
和
５
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
役

員
選
任
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、

す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が

第
五
類
へ
移
行
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、

社
会
活
動
も
少
し
ず
つ
活
気
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
る
昨
今
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
活
性
化
を
図
る
た
め
『
会
員
の
拡
大
』

と
『
就
業
機
会
の
拡
大
』
に
努
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
主
体
と
な
っ
た
「
一
会

員
一
声
運
動
」
な
ど
に
よ
り
新
た
な
会
員

の
確
保
を
積
極
的
に
進
め
、
ま
た
、
退
会

者
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
前
年
度
よ
り

会
員
数
は
微
増
い
た
し
ま
し
た
。
令
和
６

年
度
は
、
会
員
の
増
強
、
女
性
の
活
躍
の

場
の
創
出
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど
諸

課
題
を
見
据
え
、
新
た
な
事
業
展
開
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

743 人〔742 人〕
男性 507 人〔504 人〕　女性 236 人〔238 人〕

　入会の啓発を進めたことに加え、退会者の抑制を
進めたことから前年度と比べ１名増の743名となり
ました。
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令
和
6
年
度
の
伊
勢
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
の

開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
、
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
定
時
総
会
は
、
伊
勢
市

に
大
雨
洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
や
む
な
く
延
期
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本
日

は
好
天
に
恵
ま
れ
て
、
こ
の
よ
う

に
沢
山
の
会
員
の
皆
様
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
感
無
量
で
ご

ざ
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
の
５
月
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
法
的
な
位
置

付
け
が
変
更
さ
れ
、
１
年
が
経
過

　

理
事
長
　

角
前
　
　
明

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
日
常
生

活
は
、
普
段
通
り
に
戻
っ
て
き
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
残
念
な
が
ら

シ
ル
バ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
過
前
の
水
準
を
取
り
戻
し
た

と
は
言
い
難
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
の
社
会
貢
献
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
勢
市
長
様
な
ら
び
に

伊
勢
市
議
会
議
長
様
に
は
、
公
務

多
忙
の
中
ご
列
席
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
素
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業

運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
5
年
度
の
当
セ
ン

タ
ー
の
事
業
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
水
準
に
ま
で
回
復
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
会
員
の
方
々
が
、
日
々

の
就
業
に
お
い
て
熱
心
に
、
誠
実

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
、
総
契
約
金
額
が
前
年
比
の

１
．
１
％
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
地
域
の
人
か
ら
喜
ば
れ
、

感
謝
さ
れ
、
頼
り
に
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

会
員
数
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
が
拡

大
し
た
令
和
２
年
度
か
ら
、
会
員

互
助
会
の
活
動
、
地
区
連
絡
会
や

女
性
の
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
制
限
さ
れ
、
会
員
相
互
の
親
睦

や
事
業
活
動
に
影
響
が
生
じ
た
結

果
、
会
員
数
は
年
々
減
少
し
令
和

４
年
度
に
は
７
５
０
名
を
切
る
事

態
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
退
会
者
が
増
え
た

こ
と
か
ら
、
退
会
者
の
抑
制
と
し

て
令
和
３
年
度
に
ゴ
ー
ル
ド
会
員

お
よ
び
夫
婦
会
員
制
度
を
創
出
し

ま
し
た
。そ
れ
と
、会
員
の
皆
様
に
、

友
人
・
知
人
に
一
声
か
け
て
い
た

だ
き
仲
間
を
増
や
し
て
い
く
「
一

会
員
一
声
運
動
」
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
皆
様

あ
い
さ
つ

の
一
声
で
数
年
間
続
い
て
い
た
会

員
数
の
減
少
に
ス
ト
ッ
プ
が
か
か

り
、
令
和
５
年
度
は
1
名
で
す
が

会
員
が
増
え
ま
し
た
。
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
就
業
は

シ
ル
バ
ー
事
業
の
根
幹
を
な
す
も

の
で
あ
り
、
組
織
を
挙
げ
て
安
全

対
策
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
り
、

重
篤
事
故
や
傷
害
事
故
の
撲
滅
及

び
健
康
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
ま
す
。安
全
就
業
ニ
ュ
ー

ス
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
事
故
事

例
等
を
「
他
人
ご
と
」
で
は
な
く
、

「
自
ら
の
こ
と
」
と
し
て
認
識
し
て

い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
の
超
高
齢

社
会
を
迎
え
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
く
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
役
員
、
職
員

一
同
、
一
丸
と
な
っ
て
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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公
益
社
団
法
人
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
当
市
議
会
の
諸
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
伊
勢
の
ま
ち
で
は
、

観
光
客
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
、
コ
ロ
ナ

禍
前
を
彷
彿
と
さ
せ
る
賑
わ
い
が
戻
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば

し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
少
子
・
高
齢
化
や
人
口
減
少

が
加
速
し
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

社
会
情
勢
に
よ
り
、
物
価
高
騰
や
人
手

不
足
な
ど
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
へ
の

影
響
は
日
々
、
深
刻
の
度
合
い
を
増
し

て
き
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
人
手
不
足
に
関
し
ま
し
て
は
、

豊
か
な
知
識
や
経
験
が
あ
る
高
年
齢
者

の
方
の
雇
用
・
就
労
促
進
は
大
変
重
要

な
要
素
で
あ
り
、
働
く
意
欲
が
あ
る
方

議
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
・
役
員
の
皆
様
、
な
ら
び
に
シ
ル

バ
ー
事
業
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り

市
政
各
般
に
わ
た
り
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
５
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
５
類
感
染
症
に
移
行
し
た
こ

と
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
中
止
や
縮
小
が

続
い
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
も
本
格
的
に
再

開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
運
営
を
は
じ
め
福
祉
・

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
な
ど
幅
広
い
分
野

に
わ
た
る
貴
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、
住

民
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
の
ご
活
躍
を

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
元
日
に
発
生
し
た
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
全
て
の

皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
一
刻
も
早
い
被
災
地
の
復
興
を

祈
念
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

伊
勢
市
で
は
、
発
災
翌
日
の
１
月
２

日
に
給
水
車
を
派
遣
し
た
ほ
か
、
輪
島

伊
勢
市
議
会
議
長
　
藤
原
　
清
史

市
で
の
災
害
対
策
本
部
支
援
や
避
難
所

運
営
、
市
立
伊
勢
総
合
病
院
の
災
害
派

遣
医
療
チ
ー
ム
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
や
、
緊

急
消
防
援
助
隊
の
一
員
と
し
て
職
員
を

派
遣
す
る
な
ど
、
被
災
地
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
当
地
域
に
お
い
て

も
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
が
危

惧
さ
れ
て
お
り
、
防
災
備
蓄
倉
庫
の
整

備
や
住
宅
な
ど
の
耐
震
補
強
工
事
に
係

る
費
用
補
助
の
拡
充
、
寝
室
な
ど
住
宅

の
一
部
の
安
全
を
確
保
す
る
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
設
置
に
係
る
費
用
補
助
の
新
設

な
ど
、
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
の
「
３
つ
の
重

点
施
策
」
と
し
て
、「
次
期
ご
遷
宮
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
」、「
人
口
減
少
・
少

子
化
対
策
」、「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推

進
」
を
掲
げ
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
医
療
・
健
康
・

福
祉
」
分
野
の
主
要
事
業
で
は
、
高
齢

者
の
方
や
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
外
出

支
援
と
し
て
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

の
購
入
費
用
補
助
や
、
お
で
か
け
乗
車

券
を
交
付
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

時
代
の
変
化
に
対
応
し
、「
住
み
た

い
」「
住
み
続
け
た
い
」「
訪
れ
た
い
」と
、

誰
を
も
魅
了
す
る
憧
れ
の
ま
ち
の
実
現

に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
市
政
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
公
益
社
団
法
人　

伊
勢
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
と
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
・

ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

へ
就
労
機
会
を
提
供
す
る
貴
セ
ン
タ
ー

の
社
会
的
役
割
は
、
益
々
重
要
な
も
の

と
な
っ
て
お
り
、
会
員
各
位
、
ま
た
、

理
事
長
様
を
は
じ
め
役
員
、
事
務
局
の

皆
様
の
ご
尽
力
に
は
、
衷
心
よ
り
敬
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
り
、
今
後
も
一
層

の
ご
活
躍
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
市
行
政

と
と
も
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
ご
意

見
・
ご
要
望
に
耳
を
傾
け
、
安
定
的
な

事
業
運
営
が
可
能
と
な
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
顕
在

化
す
る
様
々
な
課
題
を
的
確
に
把
握

し
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
べ
く
努
め
て
ま
い
る
所
存
で

す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

地
域
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
セ
ン
タ
ー

を
目
指
し
て
、
引
き
続
き
ご
尽
力
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
伊
勢
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発

展
と
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
・
ご
健
勝
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
伊
勢
市
長
　
鈴 
木
　
健 

一
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森
本
千
賀
子

功
労
理
事

（
２
名 

会
員
番
号
順 

敬
称
略
）

（
33
名 

会
員
番
号
順 

敬
称
略
）

大
口
　
　
勉

伊
藤
欽
一
郎

吉
川
　
健
一

近
藤
　
慶
満

戸
上
　
定
章

三
谷
　
廣
明

大
西
美
惠
子

山
本
ヒ
ナ
子

藤
本
　
眞
彦

稲
葉
　
幸
子

中
川
　
美
廣

中
村
　
博
明

上
之
郷
審
治

出
口
　
幸
子

釜
谷
　
和
生

松
林
　
信
雄

岩
田
　
　
充

中
㟢
　
　
茂

奥
野
　
武
秋

黒
瀬
　
惠
子

中
田
　
澄
枝

濵
口
　
岩
男

西
田
　
　
栄

西
村
　
忠
男

石
﨑
　
征
洋

北
川
　
克
己

梅
田
　
猛
彦

楠
　
　
孝
雄

曽
根
　
是
高

辻
　
幸
三
郎

竜
田
　
栄
一

加
藤
　
　
彰

梅
田
　
　
宏

太
田
　
茂
男

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、

退
職
前
年
に
知
人
か
ら
の
情
報
で
知

り
、
退
職
後
の
仕
事
と
し
て
、
質
量

と
も
適
切
で
あ
る
と
思
い
入
会
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
は
施
設

管
理
の
仕
事
を
継
続
中
で
す
が
、
先

輩
方
と
わ
ず
か
な
時
間
で
す
が
い
ろ

い
ろ
な
話
を
し
、
楽
し
く
勤
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

趣
味
の
ゴ
ル
フ
も
一
昨
年
シ
ル

バ
ー
内
の
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
徐
々
に
顔
見
知
り
の
方
も
増
え

楽
し
く
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。
家
で

は
、
料
理
や
お
菓
子
作
り
に
腕
を
み

が
い
て
い
ま
す
。

会
員
歴
10
年
表
彰
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

会
員
歴
10
年
表
彰
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

①
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
て

　良
か
っ
た
こ
と

②
私
の
趣
味
ま
た
は
今
後
の
抱
負

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た

　

表
彰
者
の
名
簿
に
名
前
を
見
た

時
、
色
々
な
思
い
が
浮
か
ん
で
き
ま

し
た
。

　

75
歳
ま
で
10
年
位
と
考
え
て
今
の

植
木
の
剪
定
の
仕
事
に
就
き
ま
し

た
。
目
的
が
達
成
さ
れ
こ
れ
か
ら
一

日
一
日
を
大
切
に
健
康
で
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
を
送
る
事
を
目
標
に
過

ご
し
ま
す
。

　

長
年
の
日
曜
大
工
の
趣
味
で
床
の

張
り
替
え
、
ク
ロ
ス
の
張
り
替
え
な

ど
済
ま
せ
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
後
期

高
齢
者
対
策
で
、手
摺
り
、ス
ロ
ー
プ
、

段
差
解
消
に
と
作
業
を
急
ぎ
ま
す
。

「
す
べ
て
に
感
謝

　
　

あ
り
が
と
う
を
心
に
」

　

ま
だ
ま
だ
元
気
で
い
た
い
と
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

色
々
な
仕
事
を
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。
自
分
に
合
う
仕
事
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆
さ
ん

に
助
け
て
い
た
だ
き
今
日
が
あ
り
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

私
は
、
会
社
勤
め
の
時
か
ら
「
小

さ
な
菜
園
」
を
借
り
て
、
孫
達
と
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
今
は
、
次
に
何

を
作
ろ
う
か
と
考
え
る
だ
け
で
楽
し

い
で
す
。

　

孫
も
大
き
く
な
り
大
好
き
な
釣
り

に
も
な
か
な
か
行
け
ま
せ
ん
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会

し
早
く
も
10
年
の
歳
月
が
経
ち
ま
し

た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
仲
間
と
と
も
に
草
刈

り
作
業
に
従
事
し
、
き
れ
い
に
仕
上

が
る
と
、
と
て
も
爽
快
な
気
持
ち
に

な
り
ま
す
し
、
体
を
使
っ
て
作
業
す

る
こ
と
が
何
よ
り
も
自
分
の
健
康
増

進
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
若
い
頃

か
ら
始
め
た
サ
ー
フ
ィ
ン
を
今
も
続

け
て
お
り
、
仕
事
を
通
じ
た
健
康
づ

く
り
が
こ
こ
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
人
生
１
０
０
年
時
代
。
ま
だ
ま

だ
長
い
人
生
、
仕
事
や
趣
味
を
満
喫

し
、
健
康
で
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

戸
上
　
定
章

（
北
浜
地
区
）

岩
田
　
　
充

（
神
社
地
区
）

稲
葉
　
幸
子

（
宮
本
地
区
）

大
口
　
　
勉

（
御
薗
地
区
）

会
員
歴
10
年
表
彰
者
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就
任
に
あ
た
っ
て
の
抱
負

　

こ
の
度
、
理
事
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
会
員
に
な
る
前
は
、
防
災
に
関

係
す
る
仕
事
を
約
40
年
勤
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
危
険
と
背
中
合

わ
せ
な
仕
事
で
し
た
。

　

退
職
後
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
時
々
仕
事
を
し
て
、
あ
と
は

釣
り
三
昧
で
マ
グ
ロ
か
ら
キ
ス
ま
で

釣
り
し
て
遊
ぼ
う
と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
と
こ
ろ
、
ま
ち
づ
く
り
の
会
役

員
で
自
主
防
災
担
当
に
な
り
、
そ
し

て
今
回
な
ん
と
思
い
も
よ
ら
な
い
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理
事
に
就

任
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
微
力
な
が
ら
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

入
会
３
年
目
の
若
輩
者
で
す
が
、

皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
常
務
理
事
就
任
の
あ
い
さ
つ

　

４
月
に
事
務
局
長
に
就
任
し
、
こ

の
度
、
６
月
７
日
の
定
時
総
会
に
お

い
て
理
事
に
選
任
い
た
だ
い
た
堀
で

す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
人

生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
、
高
齢

者
が
就
業
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢

献
し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
居
場

所
づ
く
り
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
取
り
巻
く
状
況
は
、
多
く
の
課
題

も
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
職
員
一
同
、
伊
勢
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
の
た
め

に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新理事
中川富士夫

　

自
営
業
を
70
歳
の
時
に
廃
業
し

て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
に
成
り
、
気
が
付
い
た
ら
10
年
に

成
り
ま
し
た
。
健
康
に
気
を
付
け
勤

め
に
励
み
、
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

今
思
え
ば
、
と
て
も
早
く
過
ぎ
ま
し

た
。
こ
れ
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

　

私
の
趣
味
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、

妻
と
共
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん

で
志
摩
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
身
体

さ
え
元
気
で
あ
れ
ば
、
人
の
役
に

立
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
人
生
を
楽
し
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
就
業
し
た
の
が
日
赤
の
建

物
の
受
付
と
管
理
で
、
六
人
が
担
当

し
ま
し
た
。
良
い
人
ば
か
り
で
色
々

と
話
し
合
っ
て
い
る
と
、
ま
る
で
家

族
の
よ
う
に
仲
が
良
く
な
り
、
仕
事

が
た
の
し
く
六
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら

こ
ん
な
い
い
職
場
を
与
え
て
く
れ
た

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
「
お

べ
っ
か
」
で
は
な
く
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
日
赤
で
は
年
一
回
文
化
祭
が

催
さ
れ
、
私
の
趣
味
で
あ
る
仏
像
彫

刻
を
毎
年
出
品
す
る
よ
う
お
願
い
さ

れ
、
そ
れ
も
励
み
と
な
っ
て
夜
遅
く

ま
で
コ
ツ
コ
ツ
彫
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
現
在
は
違
う
事
務
所
に

勤
務
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
皆
様

も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
身
体
に

気
を
つ
け
て
仕
事
に
支
障
が
出
な
い

よ
う
精
進
し
て
ま
い
る
つ
も
り
で
す
。

曽
根
　
是
高

（
大
湊
地
区
）

太
田
　
茂
男

（
小
俣
３
地
区
）

新常務理事
堀　　　毅

　編集委員会では、より親
しみのある会報誌を目指し、
皆さんから幅広い内容の情
報やご意見、紀行文、昔の
思い出など、自由な寄稿を
お待ちしております。字数
は概ね 400字以内で、手書
または USB メモリ・電子
メールでお願いします。

寄稿を
お待ちしております

新

任

理

事

紹

介

新

任

理

事

紹

介
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講習会が開催されました

　来たる 10 月 13 日（日）の伊勢まつりで「伊勢はよいとこ」「伊勢音頭さわぎ」と「あられちゃ
ん音頭」の３曲を踊ります。大勢で楽しく踊りましょう。練習日と練習場所は、次のとおりです。
　たくさんの方のご参加をお待ちしています。
　新道連絡所　
　9 月 2 日（月）・9 月 30 日（月）・10 月 7 日（月） 
　各13：30 ～15：00 
　9 月 9 日（月）　15：00 ～16：00
　本所　
　10 月3 日（木）・10月10 日（木）各13：30 ～15：00
　問い合せは本所まで　TEL 0596-37-7170

　このフェスタは、三重県連合会がシルバー人材センターを PR し、事業の拡大と普及
啓発を行うことを目的に開催しています。
日　時　令和６年 10 月 23 日（水）　13 時～
場　所　三重県総合文化センター（中ホール）
内　容　・パネル展　・アトラクション
　　　　・講演　「いつもチャレンジ精神で」
　　　　　講師　草野　仁 ※人数制限あり

「伊勢まつり」　～参加者募集中～

草刈機安全講習会 安全運転講習会

　令和６年２月 21日　シルバー人材セン
ターにおいて刈払機取扱作業者安全衛生教
育講習が実施され８名が参加しました。

　令和６年１月31日　南部自動車学校にお
いて安全運転講習会を開催し５名の方が参加
しました。

シルバーいきいきフェスタ 2024 開催

会員の方のご参加を
お待ちしています。

参加をご希望される方は事務局まで
連絡をお願いいたします。

（7） 第 37号



五十鈴地区（会長　眞野昭義）

小俣３地区（会長　中村定一）

小俣４地区（会長　森　久幸） 城田地区（会長　中西泰利〈当時〉）

有緝地区（会長　奥田　稔）

中島地区（会長　野村　剛）

　12月 16 日に古市～内宮の沿道ごみ拾いボラ
ンティアを行いました。

　３月 17日に交通公園の清掃ボランティアを行
いました。

　６月２日に大仏山公園の清掃活動を行いました。 　12月に会員宅訪問による地区連絡会周知活動
を行いました。

　３月19日に各地区連絡会の活動報告を行い、
活動の今後の進め方について話し合いしました。

　３月 10日にサルスベリ街道の清掃と花植えの
ボランティアを行いました。

　５月18日に宮川堤公園の清掃活動を行い、その
後、総会及び意見交換会を行いました。

地区連絡会活動状況 　令和５年12月から令和６年６月の活動状況をご紹介します。

●清掃活動

●地区連絡会全体会議

第 37号 （8）



安 全 就 業 ニ ュ ー ス安 全 就 業 ニ ュ ー ス

～事故ゼロをめざして～ 

■傷害（ケガ等の部）

■損害賠償の部

発生年月日 傷　害　（ケガ等）　の　状　況
R5.　7.12 資源拠点ステーションでの就業中に、収納庫から出ようとして段差につまずいて転倒し頭と膝を打撲した。

R5.　7.25 寺の境内を清掃中に気分が悪くなり、就業途中で帰宅して診療所を受診し、熱中症と診断された。

R5.　7.28 工場構内での草刈り作業中に、蜂に左前腕を刺された。

R5.　8.　3 剪定作業中に、庭木の中に隠れていた蜂が飛び出してきて、右手の甲を刺された。

R5.　8.　3 工場構内での草引き作業中に、植込みの中から蜂が飛び出してきて、右手の甲を刺された。

R5.　8.22 空地の草刈り作業中に、ロープに絡まったつるを取っていて作業に気を取られ草刈り作業者に近づきすぎて左足甲を草
刈刃が接触した。

R5.　9.　9 店舗のトイレ清掃中に気分が悪くなり、救急搬送され熱中症と診断された。

R5.　9.15 のこぎりとハサミを使って垣根の剪定作業をしていて、左上腕を虫に刺された。

R5.11.　8 資源拠点ステーションで資源物の整理中に金属かごの木片を取り出そうとして金属片で右手親指を切った。

R5.11.29 牛舎で牛の餌箱に牧草を入れるため、積んである牧草を降ろそうとして牧草が目に入った。

R5.12.13 牛舎の通路を清掃中に、ドアを開けた際に風でドアがもっていかれ、その反動でこけて胸を強く打ち、肋骨を骨折した。

計 11件

発生年月日 内　　容

R5.　4.28 工場構内での草刈り作業中に、飛石により道路を隔てた家の駐車場に止めてあった車の助手席側窓ガラスを破損しボ
ディにキズをつけた。

R5.　6.　6 墓地の草刈り作業中に、手押し草刈り機で縁石の角を破損させた。

R5.　6.21 市道の草刈作業中に、飛石により走行中の車の左側のボディとガラスを破損させた。

R5.　7.13 公園の草刈り作業中に、飛石により近くに止めてあったトラックの運転席側の窓ガラスを破損させた。

R5.　7.24 墓地の草刈り作業中に、草刈り機で墓石の角にキズをつけた。

R5.　7.28 工場構内での草刈り作業中に、草刈機でエアコンの室外機の通信線を切断した。

R5.　8.22 空地の草刈り作業中に、ロープに絡まったつるを取っていた会員がつるを取るのに気を取られ草刈り作業者に近づきす
ぎて左足甲に草刈刃が接触した。

R5.　9.　5 墓地の草刈り作業中に、草刈り機で縁石の角を破損させた。

R5.　9.26 空地の草刈り作業中に隣家の水道管を切断した。

R5.10.26 市道の草刈作業中に、飛石により走行中の車のフロントガラスを破損させた。

R5.12.　4 個人宅の剪定作業中に、道路に面した塀に立てていた梯子が倒れ走行中の車の後部バンパーを破損させた。

R5.12.26 個人宅の剪定作業中に、剪定した木の枝が隣に植えてあった植物の上に落ちて茎と葉が折れてしまった。

計 12件

　令和５年度の事故状況について報告します。
　会報 36号でお知らせしたとおり上半期に、傷害、損害賠償がたくさん発生し注意を呼び掛けたと
ころ、下半期には両事故とも減少したものの、いまだ発生しています。
　今年度も傷害・飛石事故が発生しています。より一層の注意をお願いします。
　引き続き、事故防止のため安全就業全国統一スローガン『安全は　無理せず　焦らず　油断せず』
を合言葉に会員一人ひとりが安全意識を高め、事故防止に努めてください。
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料理サークル

体操＆ウォ―キングサークル

手芸サークル

伊勢まつり＆ボランティアサークル

会員数
30 名

会員数
33 名

会員数
21 名

会員数
21 名

　

令
和
６
年
４
月
22
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
評
議
員

会
に
お
き
ま
し
て
、
会
員

互
助
会
役
員
が
左
記
の
と

お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

互
助
会
の
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
役
員
一
同
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ど
う
か
会
員
皆
様
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
互
助
会
役
員

会　

長　

豆
原　
　

保

副
会
長　

黒
瀬　

惠
子

副
会
長　

近
藤　

慶
満

副
会
長　

中
村　

秋
次（
新
）

会　

計　

井
坂　

裕
行

同
好
会

部
会
長　

眞
野　

昭
義（
新
）

幹　

事　

太
田　

茂
男（
新
）

幹　

事　

中
㟢　
　

茂

幹　

事　

中
辻　

一
惠

幹　

事　

中
西　
　

章

幹　

事　

森　
　

久
幸

監　

事　

吉
田　
　

久

監　

事　

堀　
　
　

毅（
新
）

同好会・クラブの紹介 女性部会紹介

会員互助会便り

●�新しい同好会を作ろうとお考えの方は、同好会部会長まで
ご連絡下さい。

●趣味を同じくする会員と一緒に楽しんでみませんか。
●入会を希望される方は、下記の同好会部会長にご連絡ください。入会の受付はいつでも可能です。

クローバーカラオケ同好会
（平成 18 年 4 月発足）

会員数：27 名
会　長：中西　章

歌が大好きな皆さんが楽しく歌唱してい
ます。活動は月1回です。

グラウンドゴルフクラブ
（平成 20 年 10 月発足）

会員数：21 名
会　長：小川　一巳

月4回、みんな和気あいあいとプレイを
楽しんでいます。

…「同好会・クラブ」＆「女性の会」ご紹介…

女性部会は、女性の会を中心に、４
サークルを作って活動しています。

同好会部会長　眞野　昭義（TEL�090-5627-6607）

会　長：黒瀬　惠子

と～足すクラブ （歩こう会）
（平成 19 年 4 月発足）

会員数：34 名
会　長：眞野　昭義

月1回のウォーキングを
楽しんでいます。

春秋ゴルフクラブ
（平成 27 年 4 月発足）

会員数：28 名
会　長：中村　秋次

伊勢志摩CCとエクセレント二見コースで
（４回 /年）ゴルフコンペを開催しています。
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で
、
タ
イ
マ
ー
は
少
な
く
と
も
３
～
４
時
間

は
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

�

屋
外
で
は
、
涼
し
い

服
装
を
し
た
り
、
少

し
で
も
涼
し
い
場
所

で
休
憩
を
と
り
保
冷

剤
、
氷
、
冷
た
い
タ

オ
ル
な
ど
で
か
ら
だ
を
冷
や
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

〇
こ
ま
め
に
水
分
補
給

　

�

室
内
で
も
、
外
出
時

で
も
、
の
ど
が
渇
く

前
に
水
分
補
給
を
。

　
�

１
日
当
た
り
１
．２

ℓ
を
目
安
に
し
、
大
量
に
汗
を
か
い
た
時
は

塩
分
も
忘
れ
ず
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

〇
暑
さ
に
備
え
た
体
作
り

　

�

日
頃
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
で
汗
を
か
く
習

慣
を
身
に
つ
け
夏
の
暑
さ
に
負
け
な
い
体
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

〇
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を
見
か
け
た
ら

　

�

エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室
内
や
風
通
し
の

よ
い
日
陰
な
ど
涼
し
い
場
所
へ
避
難
を
さ
せ

る
、
衣
服
を
ゆ
る
め
、
か
ら
だ
を
冷
や
す
。

　

�

水
分
、
塩
分
、
経
口
補
水
液
な
ど
を
補
給
。

　
「
熱
中
症
」
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
に
長
く
い

る
こ
と
で
、
徐
々
に
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な

く
な
り
、
体
内
に
熱
が
こ
も
っ
た
状
態
を
指
し
ま

す
。
屋
外
だ
け
で
な
く
屋

内
で
何
も
し
て
い
な
い
と

き
で
も
発
症
し
ま
す
。
体

調
の
変
化
に
注
意
し
熱
中

症
に
よ
る
健
康
被
害
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
予
防
の
た
め
に

〇�

暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う

　

�

エ
ア
コ
ン
で
こ
ま
め
な
温
度
調
節
を
。
特
に

高
齢
者
は
暑
い
と
感
じ
る
前
に
、
早
め
に
冷

房
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
夜
間
は
エ

ア
コ
ン
の
タ
イ

マ
ー
が
切
れ
た

後
、
室
温
が
非

常
に
高
く
な
る

こ
と
が
あ
る
の

　

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
応
答
が
お
か
し
い
時

は
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

　熱中症警戒アラートは、危険な暑さが予想される
場合に、暑さへの「気付き」を促し警戒を呼びかけ
るものです。令和６年４月からは、熱中症警戒アラー
トの一段上の熱中症特別警戒アラートが創設されま
した。熱中症に関する情報は、ニュースや天気予報、
環境省及び気象庁のサイトなどで確認し、熱中症予
防行動を徹底しましょう。

令和６年４月から
熱中症特別警戒アラートの

運用がはじまりました。
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熱
中
症
を

　
　
　予
防
し
ま
し
ょ
う

熱
中
症
を

　
　
　予
防
し
ま
し
ょ
う

熱
中
症
を

　
　
　予
防
し
ま
し
ょ
う

　
　

伊
勢
市
健
康
福
祉
部
健
康
課

　
　

☎
０
５
９
６（
２
７
）２
４
３
５

問い合せ



謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す

中
西
　
泰
利
　 

さ
ま

中
村
　
千
鶴
　 

さ
ま

合
掌　

会
員
一
同

訃　報
（令和５年 12 月〜令和６年６月） ◆

◆

編
集
後
記
◆
◆

　

去
る
6
月
7
日
令
和
6
年
度
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
、
全
て
の
議
事
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
は
悪
天
候
で
簡
素
化
さ
れ
、
2
年

振
り
で
大
規
模
な
総
会
に
な
り
笑
顔
が
飛
び

交
い
話
題
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
局
長
、
次
長
も
新
た
に
就
任
さ

れ
理
事
を
は
じ
め
一
部
新
メ
ン
バ
ー
に
な

り
、今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

今
年
は
功
労
理
事
2
名
、
会
員
歴
10
年
33
名

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
還
暦
後
健
康
に

恵
ま
れ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
事
は
、
素
晴
ら
し
く
熱
い
拍
手
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
猛
暑
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
本
号
で
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す

熱
中
症
に
、
充
分
気
を
付
け
な
が
ら
お
過
ご

し
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　

鳥
羽
と
よ
子

　

役
員
の
改
選
に
伴
っ
て
、
会
報
編
集
委
員

も
左
記
の
と
お
り
改
選
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

2
年
間
、
新
メ
ン
バ
ー
で
編
集
作
業
に
努
め

て
参
り
ま
す
。会

報
編
集
委
員

委
員
長　
　

中
㟢　
　

茂

副
委
員
長　

鳥
羽
と
よ
子

委
員　
　
　

太
田　

茂
男（
新
）

　
　
　
　
　

山
下　

明
男（
新
）

　
　
　
　
　

黒
瀬　

惠
子（
新
）

　
　
　
　
　

西
川　

貴
也（
新
）

　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

事務局の案内

入口
カウンター

新道連絡所 二見連絡所

登
安全・適正就業パトロール員

長野
就業機会創出員

大西
就業機会創出員

久保田 中村 山下 菊本

渡部 下井
中津
主任 鎌谷

堀
事務局長

西川
次長

角前
理事長

仕事相談の場のご案内

開催日　毎月第２水曜日
時　間　午前９時 30 分～ 12 時
担　当　大西、長野

　事務局では、お仕事相談会を定期的に実施しています。受注状
況を発信したり、会員の現況、希望職種等をお聞きし、早期に就
業していただくことを目標にしています。特に、未就業会員を中
心にご案内しています。会員の皆様のご利用をお待ちしています。

　４月からお世話になっています。不慣れ
なことが多く迷惑をお掛けしますがよろし
くお願いします。次長　西川　貴也

就 業 機 会 創 出 員
二見連絡所担当職員

　４月１日から職員が代わりました。
長野　憲照
山下　明男

事
務
局
だ
よ
り

会
員
募
集

会
員
拡
大
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
伊
勢
市
在
住
で
原
則
60
歳
以

上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
友
人
や
知
人
の
方
に
一
声

掛
け
て
い
た
だ
き
、
入
会
の
お
誘
い
を
お
願
い
し
ま

す
。ご
紹
介
い
た
だ
い
た
方
が
入
会
さ
れ
た
場
合
は
、

紹
介
会
員
さ
ん
に
心
ば
か
り
の
お
礼
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

（
事
前
に
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

入
会
説
明
会  

●
日
時
　�

毎
月
第
２
金
曜
日　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
（
３
月
は
開
催
し
ま
せ
ん
。）

　
　
　
　

 

８
月
９
日
、
９
月
13
日
、
10
月
11
日
、
11

月
８
日
、
12
月
13
日
、
令
和
７
年
１
月
10

日
、
２
月
14
日

●
場
所
　
伊
勢
市
西
豊
浜
町
１
４
１
番
地
１

　
　
　
　

伊
勢
志
摩
総
合
地
方
卸
売
市
場
２
階

　
　
　
　

 

伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
所

　

※ 

予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
事
前
に
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
電
話
37
―
７
１
７
０
）

入
会
・
お
仕
事
相
談
会  

●
日
時
　�

毎
月
第
４
水
曜
日　

午
後
２
時
～
４
時

●
場
所
　
伊
勢
市
宮
後
一
丁
目
１
―
35

　
　
　
　

Ｍ
ｉ
ｒ
ａ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
（
ミ
ラ
イ
セ
）
８
階

　
　
　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
勢　

相
談
室

 

※ 

予
約
制
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
電
話
37
―
７
１
７
０
）

夕陽に輝くひまわり　　作品提供　浜郷地区　松林 信雄さん

新職員紹介
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